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HitachiElectron Microscope

日立 電イ｢斯微鎧は昭和23年HU→4 型を試

作以来､閥1当の需要に應え数次の改良を行い､高匿の性

能を有するに卓っている｡ト･か普及型として操作容易で

慣絡低廉な普及型電子願徴鏡の試作研究も併せノ行って殊

∴

今般簸川Ⅲ庖丁細微戯として､日立製作柄叶一失研究所

に於て上記の技術並びに最近の研究結果を結合して､操

作の簡軍にして副生髄の髄r麒徴鏡を■設計し･､日立 作

所多賀工場精碁課に於て袈作中である._.

本願微鏡は仝装筐を一--､･つの架;墓に攻めl座し乍ら調

ヽ 観察が=雑るも〝ノ｣どある

仕様概要

型 式 慮外型(横型)HU-8剖

箪1囲 HU-8型 電 子 細 微 鏡

Fig.1TypeHU-8Electron Microscope.
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分解能 30･Å

倍 率 電･r･光 的500〉､～15,000x,

光撃引伸し 最高150,000x

竃イ廻折装置 透過､反射撮影可能

加速電燈

乍宝 源

50kV

ACl()0Vlと与A

加速竃屡壌廃液 1ノ10,nOU

レンズう蓋流安定匪 5/100,000

電像寸法 50mITIX50mm

乾板3枚連簡投影

排気所要時間 2分

装 置 本鰹(鏡鯉､電源､油接散ポンプ〕

油廻樽ポンプ

乍邑歴安定装置

附掲品一式

特 長

木賊後鏡は鯖軋】二作を施したゝめ､従木の如き複雑

な電一子線方向 整を要しないし

2･試料箋は取扱容易且堅牢で試料微動は特殊な構造を

吊し､､正確且据膳に作動するい又外部より任意の傾斜

を輿えて立概観察がftl凍る■(

3･戊J'･レンズは焦艶距離及耽美について充分の理論的

検討及び箕瞼を行って設計してあり磁気材料には数次

の虚珊を施し､且最高の⊥作方法により製作したもの

で非鮎吸 ヽ轡曲収差 極めて小きい｡又各レンズ及

び対物レンズの絞りは容易に交換拝i凍る構造としてあ

る.

4･終像は光∠撃装置により鏡鯉中央部で南限で貌察明確

某､光学顧後鏡により約1り倍に璃大してみられる｡



立

5･眞窄排気系統は屁聖上堺の立虜より十分吟味し､操

作の臨使な屁?崇バルブを月jいている｡

6･加速電源ほ商1~jj周汲倍電歴電河童を1j-Jい､特殊設計の

レンズ電源と共に安定駈及び伝敵性極めて高く､所要

分解能を十分保讃するものである｡

直観型質量分析計

Mass Spectroscope

彙に微貫こガスの定最分析用として記銘式質景分析計が

製品化されたが､この方式の分析計ではM/eにして2

～50(H2+よりCO2+以上迄)を記錬するに10分

の時川1を要する｡このため1%稚匪の精庫で分析を行う

には- ガス溜めの容積として約10立､試料ガスは1気

腰骨沌にて 0･2～0･5cc 梓密を必要とする｡これらは

記録時間を短縮すれば､それに應じて少きくなる｡父上

言己方式の分析計では､短時間に組成の 化するガスの分

析は困難である｡俊行柑的によっては分析精密は左程必
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180∩型 直税式(磁場牛律)52mlll

1800tyl-eMass Sp〔■CLl･OE(:Ol-e(r一二52mm■)

第1固 エチレンのイオン像

要とせず､

むしろ短時

｣~さ一盲Jに且教養

ガスの分析

を行い匿い

場合が多

い｡直視型

分析計はこ

のやうな目

的には最題

でl眞空管

工場化学工

場等の節畢

なガスの分

析或は眞空

漏洩挙鬼籍

としてもHj

途が廉い.
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節2固 Ar-0ゴーN2汲合ちえ鮭

Fig･2 Spectrum of Aイ)2nN2

mixhlre.

/ケ囲この試作を完成したが-

この装紀の特長は､イオンの

加速棍鷹と して､軒酪磁靡

に隠常な大きさの鋸l酎i長波う壱

駆を加えるので､Mノe のあ

る範囲仁)イオンが各サイクル

l t

りち242526272829

9nO型記錐式磁場牛符120Inm

90口type Mass(Spretrome仁∈r〕(r=Ⅰ20mm)

Fig.1Mass Srectra of Ethylene.

毎に加速され､従ってコレク

タ←に到達するイオンう壱流が

pulse をなす で､これを交

流増幅しブラウン管金光膜上

に直接イオン像を書かしめる

方式である∪

分析管の本鰹は金属製で18け'

利一イオン軌道平行52mIllで

ある､ノ 掃引周波数は50凸ロを

使用しlイオン電流樹幅券は

電麒櫓幅1夏100db 以上のも

のを掃いた｡分･解能は900型

ガス分析用分析計に比し非常
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第3固 エ チル ア ル コ ー

ル 蒸気の

Fig･3 ThermalDecomposition of(Ethyl

亡羊小きいが､普通のガス分析には十分である･ノ第1圃に

エチレンの像を両者でとった塙眞を示す｡第2固はAト

02-Nヨ睨合気鰹の測定例であるい第3岡は毎時間に組成

攣化するガスの分析例としてlエチ.′レア.ル′コ1-∴レを分解

一編 集 後 記

○前鍍｢振動研唆棉壕髄｣はいろいろの

より れたがl大欒評判よく編

偶で顎行渡是

部も喜んでいます.｡

○本紙も前矧こ劣らぬ内容と､文教も 84克という普

通批としてほ前例のないサービス､特に巻頭の5篇は

日立興作研が長年の 史と倖統を誇る優秀た技術せ傾

i･も終戦後に於ける應邦最大なものとして製作､閥鏑

山蓮顧問研に納入据付を完rLた`水力顎電祈用磯諦に

裁ての論文を特壊した｡蛋要なる闘

ることは勿論､夫々その 設

化電源とた

作にす-こナれた特長を持

仁ハ斯界.の注目を浴びている時代の寵見でもあるu こ

の意 ある山遵顎電祈に於け 気設備の斬新な技備

を検討した論文である鮎､一段愛讃者諸兄はもとrl二

i)ヽ関係

O｢刷子の

界の話題の的と信ずる｡

を考慮した整流理論｣(その∴)ほ

Vol.33.No.3に顎 した一木氏の 篇l｢線路障害

測定器｣(池田､常川南氏.)ほ20真に近い共に優秀エlこ

詣文である｡

○次ぎに本年最終の特 就と

､
‥

､

､

-し

｢錦鋼｣特

顎行する計讃である何卒期待して噴きたい｡(寺澤生)

-
72 330298〔∠

熱分解

alcohol)Vapor

第6芸虎

きせた結果である｡(a)ほ

エチルアルコ←ルのM/e=

3~l～26のイオン像で､蒸気

の流れの途中に挿入したタ

ングステン練を､8000C杜

直に加熱すると熱分解して

生ずる COのため(b)の

如くなる､.､加熱を止めると

直に(a)にもどるし-

本分相計は文展空漏洩挙

見器としても用途が靡い｡

空転についてブラウン管

Ll1111rl振カしるに要する

ガス一枚ほ:Hド1nlllH只

CC/SeCで普通め deffereq

】1thlplranigau只e 等よ

l〕1桁以上感度.がよい.鋸

増幅陛.をあげるとこの･1勘コ:

1(卜5皿InH只CC/SeC位にはたし得るt･J

木葉龍は増作が簡単で廻樽ポンプ以叶が(う5clll･･(i〔

(:111高さ125cnlのイ杏器内におきまるい
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rl立 論 址
某京都品川甚大井放~ド町2717

振替吊座東京71824番
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